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1
【差別の禁止】
・性別、年齢、人種、出身などによる差別がないことを確認している

基本 社会
当社では基本的に従業員を雇用することは無く、顧客の要求にもとづくコンサルタント
業務が中核となります。年齢、性別、出身等の別による恣意的な差別契約は行っており
ません。.

○ ○ ○ ○

2
【ハラスメント禁止】
・セクハラ、マタハラ、パワハラ等のハラスメントを防ぐ、ルール・教育・相談体制が整備されている

基本 社会
当社は一般社団法人日本防災共育協会に定める規定、規則によりハラスメントに違反す
る行為の禁止事項を遵守しています。 ○ ○ ○

3
【労働時間】
・過度な⻑時間労働が行われていない

基本 社会
現在代表者ひとりの経営なので適用外です。クライアント企業やこれから起業する人へ
の教育ではその点（ESG経営）もしっかり伝えています。 ○

4
【外国人労働者】
・外国人労働者の差別、人権侵害がないことを確認している

基本 社会 現在代表者ひとりの経営なので適用外です ○ ○ ○

5
【労働安全衛生】
・作業中の事故等を防ぐため、安全で衛生的な労働環境が整備されている

基本 社会
自社で定める就業規定に従い業務を遂行しています。また死亡、怪我、疾患等による業
務遂行が不可の場合の生保、損保の加入もしています。 ○ ○

6
【メンタルヘルス】
・労働者のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように施策を実施している

基本 社会
基本一人だけの就業なので、随時休憩をとるよう心掛けています。また土日祝日は休業
と定めています。 ○

7
【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者等）を活かし、十分に活躍できる環境が整備されている

基本 社会
SDGsの４番５番が当社の基本ターゲットになっています。特に女性の起業支援をしてお
り、雇われない自立した企業人として成功できるよう全力で教育とアフターフォローを
実践しています。

○ ○ ○

8
【健康経営】
・従業員への健康投資による生産性の向上等の組織の活性化に取り組んでいる

応用 社会
協会（一般社団法人日本防災共育協会）本部では企業に対しBCP策定、レジリエンス認
証、健康経営を推進、啓蒙する部署があり日本企業全体に対する活性化を推進していま
す

○ ○

9
【人材育成】
・労働者に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している

応用
社会、経

済

ゴール４,５,８,９,１０,１１に貢献しています。またBCP策定の補助も行っておりクライ
アントに対しては定期的な防災訓練（机上、図上も含む）を提供しています。更には企
業内にBCP作成できる人材、SDGs経営に参画できる人材を育成するための資格教育を
行っています、。

○ ○ ○

10
【雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保】
・雇用形態に関わらず、同一労働同一賃金等の原則に沿った対応を行っている

応用
社会、経

済 ゴール４,５,８,９,１０,１１に貢献しています。 ○ ○

11
【廃棄物】
・廃棄物の管理を適切に行い、また削減に努めている

基本 環境
紙の消費量を減らすためFAXでは送られてきた紙を裏返して使用しています。またインク
の消費を抑えるため簡易印刷モードに設定しインクカートリッジは再生品を使用してい
ます

○ ○ ○
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12
【エネルギー】
・自社のエネルギー使用量を把握し、エネルギー利用の効率化を進めている

基本 環境
夏のクーラー使用の効率化のため、室外機の上に水を張ったバケツを設置しその中にタ
オルの先端を浸し残りの部分を室外機の上部全体を覆うように広げることで温度設定を
上げても非常によく冷えるようになりました。

○   ○

13
【温室効果ガス】
・自社の温室効果ガスの排出量を把握し、削減を進めている

基本 環境 極力自動車の使用を控え、自転車での通勤を心がけています。 ○ ○ ○

14
【有害化学物質】
・法令等で規制されている有害化学物質を把握し、使用量の削減及び適切な使用に努めている

基本 環境
有害化学物質と呼ばれるものは使用する環境ではありませんが、商品購入の際その組成
成分には気をつけるようにしています。極力、フェアトレード商標の付いた製品を購入
しています。

○ ○ ○ ○

15
【生物多様性】
・自社活動が生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないよう配慮している

基本 環境

自社の活度が直接的に生態系に及ぼす影響ことは少ないと思います。講義の受講生に対
してはSDGsドミノ思考で自らの活動が直接ではないにしても間接k的に地球環境や生態
系に影響を与えていることは伝えています。勿論個人としてもマイバッグ持参での買い
物は心がけています。

○ ○

16
【水の管理】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、利用効率の改善に努めている

応用 環境 節水に留意しトイレの水量も極力少なくするよう調整弁で絞っています。 ○

17
【環境マネジメントシステム】
・ISO14001または同等の環境マネジメント規格を取得している

応用 環境 ISO対象事業ではありませんが協会（日本防災共育協会）本部でレジリエンス認証取得に
向けた事業展開を始めています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18
【環境情報開示】
・自社の環境の取り組みに関する情報を収集し、開示している

応用 環境 クライアント、受講生にはゴール12〜15をはじめ全項目に関して発信しています ○

19
【再生可能エネルギーの利用】
・再生可能エネルギーの利用を進めている

応用 環境 環境破壊につながらない再生可能エネルギーの利用方法等の教育に力を入れています ○ ○

20
【天然資源の持続的利用】
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている

応用 環境 クライアント、受講生には県産の廃材利用したSDGsホイルバッジの利用を勧めています ○ ○ ○ ○

21
【３Rの推進】
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている

応用 環境 プリンターのインクは全てリサイクル品を利用しています ○ ○ ○ ○ ○ ○

22
【汚職・贈収賄防止】
・汚職・贈収賄を禁止する方針を掲げ、社員に教育している

基本 社会 ESGに関しては特に留意し受講生への教育にも力を入れています ○

23
【公正な競争】
・不正競争行為に関与しない方針を掲げ、社員に教育している

基本 社会 社員は不在ですが受講生への教育には公正な商行為を教育しています ○

24
【知的財産保護】
・知的財産を保護するよう、適切な取り組みを進めている

基本 社会 士業の方々と連携で知的所有権の啓蒙を推進しています。またソサエティ―5.0を迎える
にあたってNFTの基本的考え方やその効果、利用法を教育しています。

○ ○

25
【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している

基本 社会 個人情報保護士の資格取得を勉強中です   ○

26
【紛争鉱物】
・紛争鉱物を取り扱っていないことを確認している

応用 社会 対象外ですが、購入時にラベルの原材料等を調べ不適切な成分表示があった際には購入
を避けるようにしています。

○

27

【サプライチェーン管理】
・サプライヤー、事業パートナー等に対し、人権侵害（低賃金労働、児童労働、劣悪な労働環境等）の防止、生
物多様性や生態系への悪影響の防止、倫理面での適切な対応（ハラスメント・汚職・贈収賄防止）のための取組
を要請している

応用 社会 SDGs活動の根幹を成す事項なので、自社を含め全てのクライアント、受講生には強く発
信し教育に務めています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28
【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性を確保するための仕組みを構築している

基本 経済 中核事業としての物販は行っておりませんが、防災グッズ等の依頼がある場合は協会本
部が推薦しているフェアトレード商品を紹介しています。

○ ○

29
【品質保証】
・顧客に品質のよいモノやサービスを提供するための仕組みを確立している

基本 経済
協会本部には各県の支部、傘下の認定講師、取引企業へのクレーム受付体制ができてい
ます。コンプライアンス違反に抵触しない教育が常に行われています。具体的には毎月
の支部⻑会（Zoom形式）の開催時に様々な議題が討議されます。

○

30
【環境配慮製品】
・ライフサイクルで環境に配慮した製品の開発・設計を進めている

応用 経済、環
境

防災グッズの提供に関しては協会本部で製品の価格、製造工程の把握、使用原材料の安
全性をチェックし提供しています。

○ ○ ○ ○ ○

環境

公正な
事業慣

行

製品・
サービ

ス



31
【社会課題解決製品・サービス】
・社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開を進めている

応用 社会、経
済

物的な商品ではありませんが、防災とSDGaを提供するサービスとしては、文科省、金融
庁、内閣府がすすめる子供達の『いきるちから』を、また要支援者（高齢、障がい、外
国人）とペットへの配慮に関する資格も完備しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32
【地域への影響への配慮】
・自社事業が地域に及ぼす影響に配慮し、適切に取り組んでいる

基本 環境、経
済

今後40年以内（90％確率）に発生するであろう南海トラフ、或いは首都直下型大地震に
備えるための防災教育を第一として取り組んでいます。この防災リテラシーの普及こそ
が多くの人の命を救う最も求められる事案だと確信しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33
【社会貢献活動】
・寄付、ボランティア等を含む、社会貢献活動に積極的に取り組んでいる

応用 社会
寄付行為に関してはその時々、ボランティア活動も仕事の合間を縫って個人的に参加。
あとは県の生涯学習推進センターのサポーター登録をしていまして、依頼に応じて受付
等のスタッフとして参加しています。

○  ○ ○ ○  ○

34
【地域資源の積極的利用】
・地域資源の積極的利用（地産地消、地産外商）を行っている

応用 環境、社
会、経済

クライアント、受講生には県産の廃木材を利用したSDGsホイルバッジの利用を勧めてい
ます

○ ○ ○ ○ ○  

35
【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に十分浸透している

基本 社会 前事業（生保代理店、現廃業）時に設定したコンプライアンス遵守は現在も継続してい
ます

○

36
【内部管理体制】
・経営理念（及びSDGsとの関係）・経営目標の社内への共有が行われている

基本 環境、社
会、経済

MVVを設定しており、社のMissionは常に表示してあります。SDGs及びビヨンドSDGs
活動を経営理念に5Ｐを意識した取り組みをしています。

○ ○ ○

37
【法令遵守】
・法令遵守が確実に行われるよう、体制・仕組みが整備されている

応用 社会 社内規定にコンプライアンス遵守規定が盛り込まれています。 ○

38
【組織体制】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に関連する事項に対応する担当、専門部署など体制が整備されている

応用 環境、社
会

同上 ○

39
【リスクマネジメント】
・法令遵守、環境安全衛生、労働環境などに関するリスクを特定、評価し、マネジメントするプロセスが整備さ
れている

応用 社会、経
済

同上 ○

40
【企業の社会的責任】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対し、責任を持って対応するCSR（Corporate Social Responsibility）の
取組を進めている

応用 環境、社
会

CSRは勿論ですが当社の活動はCSVを目指すものです ○  

41
【ステークホルダーとの対話】
・ステークホルダーと対話し、自社活動のステークホルダーへの影響を把握し、適切に対応している

応用 社会 SDGs経営の『売り手よし、買い手よし、作り手よし、世間よし、地球よし、未来よ
し。』の六方よしを目指しています

○ ○

42
【事業継続】
・事故や災害などの発生に伴う事業中断を想定した戦略を立案している

応用 環境、社
会、経済

自社は対象外ですが企業向けBCP策定補助における事業承継の重要性を伝えています ○ ○ ○ ○

43
【事業承継】
・事業承継に関する検討・対策を行っている

応用 社会、経
済

自社は対象外ですが企業向けBCP策定補助における事業承継の重要性を伝えています ○ ○ ○

組織体
制

【記載留意事項】
・「期待レベル」の「基本」の項目のすべてに「具体的な取組」が記載されることが登録の必須条件となります。なお、今回の宣言に合わせて、今後、取り組む予定のものにあっても「具体的な取組」を記載いただければ登録が可能です。（今後、取り組むものについては、
「具体的な取組」の前に【予定】と記載してください。）
・「チェック項目」が事業形態上（個人事業主等）、該当しない場合には、「具体的な取組」欄に、【非該当】と記載し、あわせて、その理由を記載してください。
・「具体的な取組」には、チェック項目に関する具体的な取組を記載してください。 また、取組に関連する国際機関、国、県、市町村等の認証・認定等を取得している場合は、その旨を併せて記載してください。
・山梨県として力を入れている項目は、「山梨県総合計画（２０２１年改定版）」に掲載していますので、関連する「具体的な取組」がある場合は、記載してください。また、山梨県が取り組むＳＤＧｓに関する内容（水素・燃料電池、４パーミル・イニシアチブ、アニマル
ウェルフェアなど）を活用している場合も併せて記載してください。（次項の【その他独自に行っている取組】も同様。）

社会貢
献・地
域貢献
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〇 〇 〇

【その他独自に行っている取組】

ゴール４ ジェンダー平等を実現しよう の深掘り

具体的な取組

4番ジェンダー平等のターゲット１〜６とａ.ｂ.ｃ何れも女性の立場からの問題提起です。勿論ジェンダー
ギャップという観点に立てばそうであることは間違いありませんが、内閣府の推進する男女共同参画事業がど

独自に設定したSDGsに資する取組


